
(57)【要約】

【課題】グラスウール廃材に付着した有機物を除去し、

泡の少ないガラスを容易に得ることができるグラスウー

ル廃材処理装置及びグラスウール廃材処理方法を提供す

ること。

【解決手段】処理装置２は、第１加熱室１１と、第１加

熱室１１に並設された第２加熱室１２とを備えた溶解炉

１０を有している。第１加熱室１１と第２加熱室１２は

連通しており、第１加熱室１１での処理によって溶解し

たグラスウール廃材６が第１加熱室１１から第２加熱室

１２に流入するようになっている。第１加熱室１１内の

上部付近には、輻射熱を発生してグラスウール廃材６を

加熱する輻射加熱部１５が備えられている。また、第１

加熱室１１の上部には、第１加熱室１１内に発生したガ

スを排出する排気口１６が形成されている。第２加熱室

１２は、第１加熱室１１と同様に、輻射加熱部１７と排

気口１８とを備えている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 か ら ガ ラ ス を 得 る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 で あ っ て 、
投 入 さ れ た 前 記 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 加 熱 し て 溶 解 す る 第 １ 加 熱 室 と 、 前 記 第 １ 加 熱 室 に 並
設 さ れ 前 記 第 １ 加 熱 室 か ら 流 入 し た 前 記 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 更 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 室 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 内 の ガ ス 排 出 用 の 排 気 口 と を 有 す る 溶 解 炉 を 備 え 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 は 、 輻 射 熱 を 発 生 し て 前 記 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 加 熱 す る 輻 射 加 熱
部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 輻 射 加 熱 部 は 、 電 気 加 熱 に よ っ て 前 記 輻 射 熱 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ 加 熱 室 の 底 部 に は 、 溶 解 ガ ラ ス 排 出 用 の 排 出 口 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ 加 熱 室 の 下 方 に は 、 前 記 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 前 記 溶 解 ガ ラ ス を 冷 却 す る た め の
水 槽 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 一 項 記 載 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 を 用 い 、 前 記 グ ラ ス ウ ー ル 廃
材 を 前 記 第 １ 加 熱 室 に 投 入 し 、 前 記 輻 射 加 熱 部 に よ っ て 発 生 さ せ た 輻 射 熱 で 前 記 グ ラ ス ウ
ー ル 廃 材 を 加 熱 し 、 前 記 第 １ 加 熱 室 か ら 前 記 第 ２ 加 熱 室 へ と 流 入 し た 溶 解 状 態 の 前 記 グ ラ
ス ウ ー ル 廃 材 を 輻 射 熱 に よ っ て 更 に 加 熱 し た 後 、 前 記 第 ２ 加 熱 室 か ら 取 り 出 し て 冷 却 す る
こ と を 特 徴 と す る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 前 記 第 １ 加 熱 室 に 投 入 す る 前 に 濡 ら す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
記 載 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 グ ラ ス ウ ー ル 製 造 工 場 等 で 発 生 す る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 か ら ガ ラ ス を 得 る グ ラ ス
ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 及 び グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 グ ラ ス ウ ー ル 製 造 工 場 等 で 発 生 す る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 か ら ガ ラ ス を 得 る 装 置 と し て
は 、 例 え ば 、 有 機 物 で 被 覆 さ れ た ガ ラ ス 繊 維 の 廃 材 を 支 燃 性 搬 送 ガ ス 中 に 分 散 さ せ た 状 態
で 燃 焼 火 炎 中 に 供 給 し 、 有 機 物 を 燃 焼 さ せ る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 有 機 バ イ ン ダ ー が 付 着 し た ガ ラ ス 繊 維 屑 を 原 料 室 と ノ ズ ル 室 と か ら な る 溶 融 炉 の 原
料 室 に 投 入 し 、 こ の ガ ラ ス 繊 維 屑 に 圧 縮 空 気 を 供 給 す る と 共 に 、 ガ ス バ ー ナ ー で 原 料 室 を
ガ ラ ス 軟 化 点 以 下 に 加 熱 し て 有 機 バ イ ン ダ ー を 燃 焼 し た 後 、 ノ ズ ル 室 で 溶 融 ガ ラ ス を 完 全
溶 融 さ せ る も の も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に 、 グ ラ ス ウ ー ル 屑 を ガ ラ ス 歪 点 ま た は そ の 付 近 の 温 度 に 加 熱 し て ガ ラ ス に 付 着 す る 有
機 物 の 大 部 分 を 燃 焼 除 去 さ せ る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ １ ６ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ２ １ ７ ４ ６ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ３ ４ ５ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 装 置 は い ず れ も 、 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 中 で グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を バ ー ナ ー に よ っ て
燃 焼 さ せ る こ と で グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 に 付 着 し た 有 機 物 を 除 去 さ せ て い る 。 こ の よ う な 方 法
に お い て は 、 有 機 物 の 熱 分 解 に よ り 発 生 し た 熱 分 解 ガ ス が 酸 素 と 反 応 し て 燃 焼 ガ ス と な る
。 そ の 際 、 酸 素 不 足 に よ っ て グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 内 部 の 有 機 物 が 不 完 全 燃 焼 す る 虞 が あ る 。
不 完 全 燃 焼 が 起 こ る と 有 機 物 が 十 分 に 除 去 さ れ ず 、 い わ ゆ る カ ー ボ ン 残 渣 が 発 生 す る 。 こ
の カ ー ボ ン 残 渣 が 溶 融 ガ ラ ス に 取 り 込 ま れ る と 、 ガ ラ ス に 泡 が 発 生 し て し ま う 。 す な わ ち
、 カ ー ボ ン 残 渣 が 、 ガ ラ ス 中 の 酸 素 と 反 応 す る こ と に よ り Ｃ Ｏ 2 ガ ス の 泡 が 発 生 す る 。 ま
た 、 こ の 反 応 に よ っ て ガ ラ ス が 還 元 さ れ る の で 、 ガ ラ ス 中 の 硫 酸 塩 の 溶 解 度 が 低 下 し 、 硫
酸 塩 が Ｓ Ｏ 2 ガ ス の 泡 と な っ て 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 還 元 性 の 泡 を 含 む ガ ラ ス を ガ ラ ス 原 料 と し て 再 利 用 し た 場 合 、 ガ ラ ス を 溶 解 さ
せ る 輻 射 熱 が 泡 で 遮 断 さ れ る の で 溶 解 効 率 が 極 め て 悪 い 。 ま た 、 仮 に 泡 を 含 ま な い ガ ラ ス
を 生 成 で き た と し て も 、 こ の ガ ラ ス は 還 元 性 を 有 し て い る た め 、 本 来 の ガ ラ ス 原 料 に 混 合
し て 溶 解 し た 場 合 、 本 来 の ガ ラ ス 原 料 が 還 元 さ れ て し ま い Ｓ Ｏ 2 ガ ス が 発 生 す る と い う 問
題 が あ る 。 更 に 、 上 記 従 来 の 方 法 で は 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 の 粉 砕 や 加 熱 温 度 の 調 整 な ど を
行 う 必 要 が あ る た め 処 理 工 程 が 煩 雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 に 付 着 し た 有 機 物 を 除 去 し 、 泡 の 少 な い ガ ラ ス を 容 易
に 得 る こ と が で き る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 及 び グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 か ら ガ ラ ス を 得 る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 で あ っ て 、 投 入
さ れ た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 加 熱 し て 溶 解 す る 第 １ 加 熱 室 と 、 第 １ 加 熱 室 に 並 設 さ れ 第 １ 加
熱 室 か ら 流 入 し た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 更 に 加 熱 す る 第 ２ 加 熱 室 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 内
の ガ ス 排 出 用 の 排 気 口 と を 有 す る 溶 解 炉 を 備 え 、 第 １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 は 、 輻 射 熱 を 発 生 し
て グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 加 熱 す る 輻 射 加 熱 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 加 熱 室 に 投 入 さ れ た グ ラ ス ウ ー ル 廃
材 の 塊 は 、 輻 射 加 熱 部 が 発 生 す る 輻 射 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ 溶 解 す る と 共 に 、 外 側 付 近 に 付
着 し た 有 機 物 が 熱 分 解 ガ ス 化 さ れ る 。 そ の 後 、 溶 解 状 態 と な っ た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 は 第 ２
加 熱 室 に 流 入 し 、 輻 射 熱 に よ っ て 更 に 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 は 第 ２ 加 熱 室 に 向 け て 流 動 す る 際 に 攪 拌 さ れ る た め 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材
の 塊 の 内 部 に 存 在 し 完 全 に 除 去 し き れ な か っ た 有 機 物 が グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 の 塊 の 外 側 付 近
に 現 れ る こ と と な り 、 熱 分 解 ガ ス 化 さ れ る 。 ま た 、 そ の 流 動 に よ り 、 熱 分 解 ガ ス や 空 気 が
取 り 込 ま れ て 発 生 し た 泡 が 除 去 さ れ る 。 そ の 後 、 熱 分 解 ガ ス は 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 に 溶 け
込 む こ と な く 排 気 口 を 通 っ て 溶 解 炉 外 に 排 出 さ れ る た め 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 か ら 有 機 物 が
ほ ぼ 完 全 に 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 加 熱 を 輻 射 熱 に よ っ て 行 う た め 、 火 炎 に よ る 加 熱 と 異 な り 溶 解 炉 内 に 酸 素 を 供 給 す
る こ と は な い 。 従 っ て 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 の 塊 の 内 部 に 存 す る 有 機 物 が 不 完 全 燃 焼 を 起 こ
す こ と は な く 、 得 ら れ る ガ ラ ス へ の 泡 の 発 生 を 抑 止 す る こ と が で き る 。 尚 、 加 熱 前 の 溶 解
炉 内 に は 酸 素 が 存 在 し て い る が 、 こ の 酸 素 は グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 の 塊 の 表 面 付 近 に 付 着 し た
有 機 物 の 完 全 燃 焼 に 全 て 費 や さ れ る た め 、 や が て 溶 解 炉 内 は 酸 素 の な い 雰 囲 気 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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輻 射 加 熱 部 は 、 電 気 加 熱 に よ っ て 輻 射 熱 を 発 生 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 燃 料 燃 焼
加 熱 に 比 べ て 排 出 ガ ス を 大 幅 に 少 な く す る こ と が で き 、 環 境 に 対 す る 影 響 を 低 減 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 第 ２ 加 熱 室 の 底 部 に は 、 溶 解 ガ ラ ス 排 出 用 の 排 出 口 が 設 け ら れ て い る の が 好 ま し い
。 こ れ に よ り 、 溶 解 ガ ラ ス を 自 重 に よ っ て 流 下 さ せ る だ け で 容 易 に 第 ２ 加 熱 室 か ら 排 出 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 場 合 、 第 ２ 加 熱 室 の 下 方 に は 、 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 溶 解 ガ ラ ス を 冷 却 す る た め の 水
槽 が 設 置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 加 熱 室 か ら 流 下 し た 溶 解 ガ ラ ス を 急
冷 さ せ て 水 砕 ガ ラ ス を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 は 、 上 記 い ず れ か の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 を 用 い
、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 第 １ 加 熱 室 に 投 入 し 、 輻 射 加 熱 部 に よ っ て 発 生 さ せ た 輻 射 熱 で グ ラ
ス ウ ー ル 廃 材 を 加 熱 し 、 第 １ 加 熱 室 か ら 第 ２ 加 熱 室 へ と 流 入 し た 溶 解 状 態 の グ ラ ス ウ ー ル
廃 材 を 輻 射 熱 に よ っ て 更 に 加 熱 し た 後 、 第 ２ 加 熱 室 か ら 取 り 出 し て 冷 却 す る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 方 法 に よ れ ば 、 上 記 い ず れ か の グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装
置 を 用 い る こ と に よ り 、 第 １ 加 熱 室 に 投 入 し た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 輻 射 加 熱 部 に よ っ て 輻
射 熱 を 発 生 さ せ て 加 熱 す る だ け の 簡 単 な 処 理 に よ っ て 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 に 付 着 し た 有 機
物 を 除 去 す る こ と が で き る と 共 に 、 泡 の 少 な い ガ ラ ス を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を 第 １ 加 熱 室 に 投 入 す る 前 に 濡 ら す の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、
グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 の 体 積 を 小 さ く で き る た め 、 １ 回 の 処 理 量 を 増 や す こ と が で き る 。 更 に
、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 が 溶 融 段 階 で 水 蒸 気 酸 化 さ れ 、 よ り 泡 の 少 な い ガ ラ ス を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 同 一 要 素 に は 同 一
符 号 を 用 い る も の と し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 を 備 え た 処 理 設 備 の 一 例 を 示 す 概 略
図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 処 理 設 備 １ は 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 （ 以 下 、 処 理 装 置 と い
う 。 ） ２ 、 制 御 部 ３ 、 プ レ ス 装 置 ４ 、 排 気 装 置 ５ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
制 御 部 ３ は 、 処 理 装 置 ２ の 稼 働 の 開 始 や 停 止 、 処 理 温 度 の 設 定 な ど を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
プ レ ス 装 置 ４ は 、 加 圧 す る こ と に よ っ て 、 水 分 や バ イ ン ダ ー 等 を 含 有 し て 濡 れ た 状 態 の グ
ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ か ら 任 意 量 の バ イ ン ダ ー を 搾 り 出 し て 回 収 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り
、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 体 積 を 小 さ く で き る た め 、 １ 回 の 処 理 量 を 増 や す こ と が で き る 。
ま た 、 回 収 し た バ イ ン ダ ー は 、 グ ラ ス ウ ー ル 用 と し て 再 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 処 理 設 備 １ に よ る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 処 理 の 概 要 は 、 ま ず 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃
材 ６ を 搭 載 し た 投 入 機 ７ を 図 １ の 点 線 で 示 す よ う に 処 理 装 置 ２ 内 に 挿 入 さ せ グ ラ ス ウ ー ル
廃 材 ６ を 処 理 装 置 ２ 内 へ 投 入 す る 。 そ し て 、 制 御 部 ３ に よ っ て 処 理 装 置 ２ を 制 御 し グ ラ ス
ウ ー ル 廃 材 ６ の 処 理 を 行 う 。 そ の 後 、 処 理 装 置 ２ で の 処 理 に よ っ て 溶 解 ガ ラ ス と な っ た グ
ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ を 水 槽 ８ に 流 下 さ せ て 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 １ に 示 す 処 理 装 置 ２ に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す 処 理 装 置 に
備 え ら れ た 第 １ 加 熱 室 の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 ２ に 示 す 処 理 装 置 に
備 え ら れ た 第 ２ 加 熱 室 の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
処 理 装 置 ２ は 、 溶 解 炉 １ ０ を 有 し て い る 。 こ の 溶 解 炉 １ ０ は 、 第 １ 加 熱 室 １ １ と 、 第 １ 加
熱 室 １ １ に 並 設 さ れ た 第 ２ 加 熱 室 １ ２ と を 備 え て い る 。 第 １ 加 熱 室 １ １ と 第 ２ 加 熱 室 １ ２
は 連 通 し て お り 、 第 １ 加 熱 室 １ １ で の 処 理 に よ っ て 溶 解 し た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ が 第 １ 加
熱 室 １ １ か ら 第 ２ 加 熱 室 １ ２ に 流 入 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 １ 加 熱 室 １ １ は 、 側 壁 に グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ が 投 入 さ れ る 開 口 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る
。 開 口 部 １ ３ の 形 成 位 置 は 側 壁 に 限 ら れ ず 、 上 壁 （ 天 井 部 ） に 形 成 し て も よ い 。 こ の 開 口
部 １ ３ は 、 処 理 装 置 ２ が 稼 働 中 の 場 合 、 溶 解 炉 １ ０ の 外 壁 に 取 り 付 け ら れ た 開 閉 扉 １ ４ に
よ っ て 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ 加 熱 室 １ １ 内 の 上 部 付 近 に は 、 輻 射 熱 を 発 生 し て グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ を 加 熱 す る 輻 射
加 熱 部 １ ５ が 備 え ら れ て い る 。 こ の 輻 射 加 熱 部 １ ５ は 、 対 向 す る 側 壁 に 両 端 を 支 持 さ れ た
棒 状 の 発 熱 体 １ ５ ａ が 複 数 連 な っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 輻 射 加 熱 部 １ ５ は 、 電 気
加 熱 に よ っ て 輻 射 熱 を 発 生 さ せ る も の で あ る の が 望 ま し い 。 例 え ば 、 発 熱 体 １ ５ ａ は 、 中
空 の 金 属 円 筒 の 内 側 に 炭 化 珪 素 や ケ イ 化 モ リ ブ デ ン な ど か ら な る 抵 抗 発 熱 体 を 挿 入 し て 構
成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 電 気 加 熱 に よ っ て 輻 射 熱 を 発 生 さ せ る こ と で 、 燃 料 燃 焼 加 熱 に 比
べ て 排 出 ガ ス を 抑 え る こ と が で き 、 環 境 へ の 悪 影 響 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 第 １ 加 熱 室 １ １ の 上 部 に は 、 第 １ 加 熱 室 １ １ 内 に 発 生 し た ガ ス を 排 出 す る 排 気 口 １
６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ２ 加 熱 室 １ ２ は 、 第 １ 加 熱 室 １ １ と 同 様 に 、 複 数 の 発 熱 体 １ ７ ａ か ら な る 輻 射 加 熱 部 １
７ と 排 気 口 １ ８ と を 備 え て い る 。 ま た 、 第 ２ 加 熱 室 １ ２ の 底 部 に は 、 溶 解 ガ ラ ス 排 出 用 の
排 出 口 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 排 出 口 １ ９ を 底 部 に 形 成 す る こ と で 、 溶 解 ガ
ラ ス を 自 重 に よ っ て 流 下 さ せ る こ と が で き る た め 、 排 出 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 の よ う な 処 理 装 置 ２ に よ っ て グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ か ら ガ ラ ス を 得 る 場 合 は 、 ま ず 、 グ
ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 塊 を 第 １ 加 熱 室 １ １ に 投 入 し 輻 射 加 熱 部 １ ５ で 発 生 さ せ た 輻 射 熱 に よ
っ て 加 熱 す る 。 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 塊 は 、 加 熱 に よ っ て 溶 解 す る と 共 に 、 外 側 付 近 の 有
機 物 が 熱 分 解 ガ ス 化 さ れ る 。 熱 分 解 ガ ス な ど の ガ ス は 排 気 口 １ ６ か ら 溶 解 炉 １ ０ の 外 に 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 後 、 溶 解 状 態 と な っ た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 、 第 ２ 加 熱 室 １ ２ に 流 入 す る 。 そ し て 、
第 ２ 加 熱 室 １ ２ に 流 入 し た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ を 輻 射 加 熱 部 １ ７ で 発 生 さ せ た 輻 射 熱 に よ
っ て 再 び 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 第 ２ 加 熱 室 １ ２ に 向 け て 流 動 す る 際 に 攪 拌 さ れ る た め 、 グ ラ ス ウ ー
ル 廃 材 ６ の 塊 の 内 部 に 存 在 し 完 全 に 除 去 し き れ な か っ た 有 機 物 が グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 塊
の 外 側 付 近 に 現 れ る こ と と な り 熱 分 解 ガ ス 化 さ れ る 。 ま た 、 そ の 流 動 に よ り 、 熱 分 解 ガ ス
や 空 気 が 取 り 込 ま れ て 発 生 し た 泡 ２ ０ が 除 去 さ れ る 。 第 ２ 加 熱 室 １ ２ で 発 生 し た 熱 分 解 ガ
ス な ど の ガ ス は 、 排 気 口 １ ８ か ら 溶 解 炉 １ ０ の 外 へ と 排 出 さ れ る 。 第 ２ 加 熱 室 １ ２ で 加 熱
処 理 さ れ た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 溶 解 ガ ラ ス と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 溶 解 ガ ラ ス を 第 ２ 加 熱 室 １ ２ の 排 出 口 １ ９ か ら 排 出 し 、 処 理 装 置 ２ の 下 方 に 設 置
さ れ た 水 槽 ８ に 投 入 し て 冷 却 す る 。 水 槽 ８ に 流 下 し た 溶 融 ガ ラ ス は 、 急 冷 さ れ て 水 砕 ガ ラ
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ス と な り 、 ガ ラ ス 原 料 と し て 再 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 １ 加 熱 室 １ １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 １ ２ に お い て 発 生 し た 熱 分 解 ガ ス は 、 溶 解 状 態 と な っ た グ
ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ に 溶 け 込 む こ と な く 排 気 口 １ ６ ， １ ８ を 通 っ て 溶 解 炉 １ ０ 外 に 排 出 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 、 有 機 物 が ほ ぼ 完 全 に 除 去 さ れ る 。 尚 、 排 気 口 １
６ ， １ ８ か ら 排 出 さ れ た 熱 分 解 ガ ス は 可 燃 性 ガ ス で あ る た め 、 燃 料 用 と し て 再 利 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 加 熱 を 輻 射 熱 に よ っ て 行 う こ と に よ り 、 溶 解 炉 １ ０ 内
に 酸 素 を 供 給 す る こ と は な い 。 こ の た め 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ の 塊 の 内 部 に 存 す る 有 機 物
が 不 完 全 燃 焼 を 起 こ す こ と は な く 、 得 ら れ る ガ ラ ス へ の 泡 の 発 生 を 抑 止 す る こ と が で き る
。 ま た 、 燃 焼 の た め の 空 間 が 必 要 な い た め 、 第 １ 加 熱 室 １ １ 内 空 間 の ほ ぼ 全 体 に グ ラ ス ウ
ー ル 廃 材 ６ を 投 入 し て 処 理 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 高 い 処 理 効 率 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
尚 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ が 比 較 的 乾 燥 し て い る 場 合 は 、 第 １ 加 熱 室 １ １ に 投 入 す る 前 に グ
ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ を 濡 ら す の が 望 ま し い 。 濡 れ た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 、 加 熱 す る と 乾 燥
し た グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ よ り も 溶 解 炉 １ ０ 内 の 水 蒸 気 分 圧 が 高 く な る 。 従 っ て 、 グ ラ ス ウ
ー ル 廃 材 ６ が 溶 融 段 階 で 水 蒸 気 酸 化 さ れ 、 よ り 泡 の 少 な い ガ ラ ス を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 処 理 装 置 ２ で は 、 溶 解 炉 １ ０ 内 に 投 入 し た グ ラ ス ウ ー ル
廃 材 ６ を 輻 射 加 熱 部 １ ５ ， １ ７ に よ っ て 輻 射 熱 を 発 生 さ せ て 加 熱 す る だ け で 、 グ ラ ス ウ ー
ル 廃 材 ６ に 付 着 し た 有 機 物 を 除 去 す る こ と が で き る と 共 に 、 泡 の 少 な い ガ ラ ス を 得 る こ と
が で き る 。 こ の た め 、 処 理 が 非 常 に 簡 単 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６ は 、 粉 砕 、 裁 断 等 の 前 処 理 が 不 要 で あ り 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 ６
に 付 着 し て い る 有 機 物 の 量 に も 関 係 無 く 処 理 出 来 る 。 例 え ば 、 不 織 布 、 ポ リ エ チ レ ン シ ー
ト 、 ク ラ フ ト 紙 、 タ イ ベ ッ ク 等 の 有 機 製 外 被 材 や 、 ガ ラ ス ク ロ ス 化 粧 材 の よ う な ガ ラ ス 製
外 被 材 で 覆 わ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 外 被 材 を 剥 が す こ と な く そ の ま ま の 形 態 で 処
理 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 そ の 分 の 作 業 時 間 が 短 縮 さ れ る た め 、 処 理 効 率 が 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 排 気 口 を 第 １ 加 熱 室 １ １ 及 び 第 ２ 加 熱 室 １
２ の 両 方 に 設 け て い る が 、 い ず れ か 一 方 に 設 け て あ っ て も よ く 、 溶 解 炉 １ ０ に 少 な く と も
一 つ 設 け て あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 を ２ つ の 加 熱 室 に お い て 輻 射 加 熱 す る よ う に し た の で
、 グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 に 付 着 し た 有 機 物 を 除 去 す る こ と が で き る と 共 に 、 泡 の 少 な い ガ ラ ス
を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 を 備 え た 処 理 設 備 の 一 例 を 示 す 概 略 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 実 施 形 態 の 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 処 理 装 置 に 備 え ら れ た 第 １ 加 熱 室 の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 処 理 装 置 に 備 え ら れ た 第 ２ 加 熱 室 の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 処 理 設 備 、 ２ …     処 理 装 置 （ グ ラ ス ウ ー ル 廃 材 処 理 装 置 ） 、 ６ … グ ラ ス ウ ー ル 廃 材
、 ８ … 水 槽 、 １ ０ … 溶 解 炉 、 １ １ … 第 １ 加 熱 室 、 １ ２ … 第 ２ 加 熱 室 、 １ ５ … 輻 射 加 熱 部 、
１ ５ ａ … 発 熱 体 （ 輻 射 加 熱 部 ） 、 １ ６ ， １ ８ … 排 気 口 、 １ ７ … 輻 射 加 熱 部 、 １ ７ ａ … 発 熱
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体 （ 輻 射 加 熱 部 ） 、 １ ９ … 排 出 口 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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